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　 2月 4日㈫、泉源公園で『第43回登別温泉湯まつ
り』（市、登別観光協会主催）のメーンイベント
『源泉湯かけ合戦』が行われました。
　氷点下10度を下回る冷え込みの中、紅白に分かれ
た下帯やさらし姿の男性約100人が豪快に湯をかけ
合いながら、騎馬戦を繰り広げました。
　紅組が勝つと泉温が上昇、白組が勝つと湯量が増
加するとされ、今年は白組が勝利しました。

厳寒に耐え勇ましく湯をかけ合う

2014.3
NO.761

１、GooglePlay・
　　AppStoreから
　　無料アプリ「junaio」
　　をダウンロード

２、必ずこのQRコード
　　をスキャン

３、右上の「広報のぼりべつ」
　　ＡＲ動画マークにスマート
　　フォンをかざす

2014.3
NO.761

登別温泉湯まつりの
動画はこちらから!!



　

発
電
機
や
バ
ッ
テ
リ
ー
と
い
っ

た
非
常
用
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
電
源
な

ど
を
購
入
し
、
自
然
災
害
な
ど
に

よ
り
庁
舎
が
停
電
に
陥
っ
た
と
き

も
、
必
要
最
低
限
の
災
害
対
策
機

能
を
維
持
で
き
る
よ
う
に
備
え
て

い
ま
す
。

主
な
購
入
品

•
ガ
ソ
リ
ン
発
電
機　

2
台

•
バ
ッ
テ
リ
ー　
　
　

2
台

•
Ｌ
Ｅ
Ｄ
ラ
ン
プ　
　

43
台

　

防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
こ
と
を

目
的
に
、
防
災
関
係
協
力
機
関
と
地

域
住
民
ら
約
700
人
が
参
加
し
、
7
月

30
日
に
富
岸
地
区
で
総
合
防
災
訓
練

を
行
い
ま
し
た
（
2
年
に
１
回
実
施

し
て
い
ま
す
）
。

　

今
回
の
訓
練
で
は
、
地
震
・
大
津

波
が
発
生
し
た
こ
と
を
想
定
し
、
大

津
波
警
報
が
発
表
さ
れ
た
と
き
の
高

台
避
難
場
所
ま
で
の
避
難
や
第
2
次

津
波
避
難
所
の
開
設
な
ど
の
検
証
、

防
災
関
係
協
力
機
関
に
よ
る
災
害
復

旧
応
急
活
動
な
ど
を
行
い
、
災
害
時

に
お
け
る
適
切
で
迅
速
な
行
動
に
つ

い
て
再
確
認
し
ま
し
た
。

①
本
庁
舎
非
常
用
発
電
設
備
の
整
備

 

平
成
25
年
度
事
業
予
算　

102
万
5
千
円

②
総
合
防
災
訓
練

 

平
成
25
年
度
事
業
予
算　

219
万
2
千
円

平
成
平
成
2525
年
度
年
度

市市
のの
仕
事
仕
事

　

市
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
が
『
住
み
よ

い
ま
ち
、
住
ん
で
い
て
よ
か
っ
た
と
思

え
る
ま
ち
』
を
目
指
し
、
さ
ま
ざ
ま
な

事
業
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　

今
号
で
は
、
平
成
25
年
度
に
市
内
で

行
わ
れ
た
主
な
事
業
を
紹
介
し
ま
す
。

▲ ガソリン発電機（上）、通信機器に接続されたバッ
テリー（左）、ＬＥＤランプ（右）

2 平成25年度　市の仕事



　

大
雨
に
伴
う
道
路
冠

水
に
よ
る
交
通
障
害
や

宅
面
浸
水
な
ど
の
被
害

防
除
を
目
的
と
し
、
美

園
・
若
草
・
新
生
・
常

盤
町
な
ど
、
道
路
冠
水

が
多
発
す
る
地
域
の
排

水
路
の
改
良
や
清
掃
な

ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　キウシト湿原の保全と利活用を図るため、管理棟の実施
設計と用地取得を行っています。

　消防力の強化を図るため、女性分団が災害時や訓練時に
使用する可搬式小型ポンプを購入しました。

　児童などが安心して学校生活を送ることができるように、
老朽化した体育館の屋根と外壁の改修を行いました。

　

共
同
生
活
を
通
し
て
基
本

的
生
活
習
慣
や
学
習
習
慣
を

身
に
付
け
る
と
と
も
に
、
協

調
性
や
責
任
感
を
育
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
小
学
5
・

6
年
生
が
ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン

タ
ー
な
ど
で
共
同
生
活
を
し

な
が
ら
学
校
へ
通
う
『
通
学

合
宿
』
を
実
施
し
ま
し
た
。

③
道
路
排
水
対
策

 
平
成
25
年
度
事
業
予
算　

１
億
7
千
530
万
円

⑤キウシト湿原の緑地保全
 平成25年度事業予算　1,230万円

⑥消防団可搬式小型ポンプの整備
 平成25年度事業予算　127万円

⑦幌別西小学校屋内運動場の整備
 平成25年度事業予算　4,137万円

④
通
学
合
宿　

み
ん
な
で
学
ぶ
『
子
ど
も
村
』

 

平
成
25
年
度
事
業
予
算　

202
万
円

▲ 展望デッキ（上）、
　木道（右）

3 平成25年度　市の仕事



• 

他
の
市
町
村
か
ら
転
入
し
て
き
た

と
き　

印
鑑
、
前
年
の
所
得
が
わ

か
る
も
の
、
年
金
証
書
（
65
歳
未

満
の
年
金
受
給
者
の
み
）

• 

職
場
の
健
康
保
険
を
や
め
た
と
き　

印
鑑
、
職
場
の
健
康
保
険
を
や
め

た
証
明
書
、
年
金
証
書
（
65
歳
未

満
の
年
金
受
給
者
の
み
）

• 

職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
か

ら
外
れ
た
と
き　

印
鑑
、
被
扶
養

者
か
ら
外
れ
た
証
明
書
、
年
金
証

書
（
65
歳
未
満
の
年
金
受
給
者
の

み
）

• 

子
ど
も
が
生
ま
れ
た
と
き　

印
鑑
、

母
子
健
康
手
帳
、
世
帯
主
の
預
金

通
帳
、
直
接
支
払
制
度
利
用
合
意

文
書
、
出
産
費
用
の
内
訳
を
記
し

た
領
収
・
明
細
書

• 

生
活
保
護
を
受
け
な
く
な
っ
た
と

き　

印
鑑
、
生
活
保
護
廃
止
決
定

通
知
書

• 

外
国
籍
の
方
が
加
入
す
る
と
き

　

印
鑑
、
在
留
カ
ー
ド
な
ど

※ 

国
民
健
康
保
険
は
届
け
出
が
遅
れ

て
も
加
入
で
き
ま
す
が
、
国
民
健

康
保
険
税
は
資
格
取
得
日
ま
で
さ

か
の
ぼ
っ
て
課
税
さ
れ
ま
す
。
ま

た
、
資
格
取
得
日
か
ら
届
出
日
ま

で
の
医
療
機
関
受
診
に
つ
い
て
保

険
が
適
用
さ
れ
な
い
こ
と
が
あ
り

ま
す
。

国
民
健
康
保
険
に
入
る
と
き

状
況
と
手
続
き
に
必
要
な
持
ち
物

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き

状
況
と
手
続
き
に
必
要
な
持
ち
物

そ
の
他

状
況
と
手
続
き
に
必
要
な
持
ち
物

非
自
発
的
失
業
者
に
係
る

国
民
健
康
保
険
税
軽
減
措
置

問
い
合
わ
せ

　

国
民
健
康
保
険
グ
ル
ー
プ

 

（
☎
85
１
７
７
１
）

国
民
健
康
保
険
か
ら
の
お
知
ら
せ

 
こ
ん
な
と
き
に
は
14
日
以
内
に
手
続
き
を

• 

他
の
市
町
村
に
転
出
す
る
と
き

　

印
鑑
、
被
保
険
者
証

• 

職
場
の
健
康
保
険
に
加
入
し
た
と

き　

印
鑑
、
国
民
健
康
保
険
と
職

場
の
両
方
の
健
康
保
険
被
保
険
者

証
• 

職
場
の
健
康
保
険
の
被
扶
養
者
に

な
っ
た
と
き　

印
鑑
、
国
民
健
康

保
険
と
職
場
の
両
方
の
健
康
保
険

被
保
険
者
証

• 

国
保
の
被
保
険
者
が
死
亡
し
た
と

き　

印
鑑
、
被
保
険
者
証
、
喪
主

ま
た
は
施
主
の
預
金
通
帳

• 

生
活
保
護
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

た
と
き　

印
鑑
、
被
保
険
者
証
、

生
活
保
護
開
始
決
定
通
知
書

※ 

国
民
健
康
保
険
を
や
め
る
と
き
は
、

郵
送
で
の
手
続
き
も
可
能
で
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

た
と
き　

印
鑑
、
被
保
険
者
証

• 

世
帯
が
分
か
れ
た
り
、
一
緒
に

な
っ
た
と
き　

印
鑑
、
被
保
険
者

証
• 

世
帯
主
や
氏
名
が
変
わ
っ
た
と
き　

印
鑑
、
被
保
険
者
証

• 

被
保
険
者
証
を
な
く
し
た
、
汚
れ

て
使
え
な
く
な
っ
た
と
き　

印
鑑

• 

病
院
な
ど
の
施
設
入
所
の
た
め
他

の
市
町
村
に
転
出
し
、
病
院
な
ど

の
施
設
に
住
所
を
定
め
た
と
き　

印
鑑
、
被
保
険
者
証
、
転
出
先
の

住
民
票
、
施
設
の
入
所
証
明
書

• 

40
歳
〜
64
歳
の
方
が
、
介
護
保
険

が
適
用
除
外
と
な
る
施
設
に
入
所

す
る
と
き　

印
鑑
、
入
所
証
明
書

• 

修
学
の
た
め
市
外
に
転
出
し
、
学

生
用
被
保
険
者
証
の
交
付
手
続
き

を
す
る
と
き　

印
鑑
、
被
保
険
者

証
、
在
学
証
明
書
ま
た
は
学
生
証
、

合
格
通
知
書
な
ど

• 

卒
業
・
退
学
し
、
引
き
続
き
市
外

に
住
む
も
し
く
は
社
会
保
険
に
加

入
し
、
国
民
健
康
保
険
の
資
格
喪

失
手
続
き
を
す
る
と
き　

印
鑑
、

被
保
険
者
証
、
退
学
し
た
場
合
は

退
学
証
明
書
（
在
学
期
間
が
わ
か

る
証
明
書
）
、
職
場
の
健
康
保
険

に
加
入
し
た
場
合
は
そ
の
保
険
証

な
ど

• 
卒
業
・
退
学
し
て
登
別
市
に
再
転

入
し
、
通
常
の
被
保
険
者
証
の
交

付
手
続
き
を
す
る
と
き　

印
鑑
、

学
生
用
被
保
険
者
証

※ 

国
民
健
康
保
険
被
保
険
者
証
の
交

付
に
は
、
本
人
確
認
が
必
要
と
な

り
ま
す
の
で
、
運
転
免
許
証
な
ど

身
分
証
明
書
（
顔
写
真
付
き
の
証

明
書
が
な
い
場
合
は
氏
名
確
認
が

で
き
る
も
の
を
2
種
類
）
を
お
持

ち
く
だ
さ
い
。

※ 

本
人
・
同
世
帯
の
家
族
以
外
の
方

が
手
続
き
す
る
際
に
は
委
任
状
が

必
要
で
す
。

• 

退
職
者
医
療
制
度
の
対
象
に
な
っ

た
と
き　

印
鑑
、
被
保
険
者
証
、

年
金
証
書

　

退
職
者
医
療
制
度
は
、
会
社
な

ど
に
勤
め
て
い
た
方
が
、
退
職
後

に
、
会
社
な
ど
の
健
康
保
険
か
ら

国
民
健
康
保
険
へ
移
る
こ
と
に
よ

り
国
民
健
康
保
険
の
医
療
費
が
増

大
す
る
こ
と
を
是
正
す
る
た
め
の

制
度
で
す
。

　

こ
の
制
度
が
適
正
に
適
用
さ
れ

な
け
れ
ば
、
国
民
健
康
保
険
が
負

担
す
る
医
療
費
の
増
大
を
招
き
、

余
分
な
国
民
健
康
保
険
税
負
担
に

つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
未
届
け
の

方
は
届
け
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼ 

対
象　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し

て
い
る
65
歳
未
満
の
方
で
、
被
用

者
年
金
（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金

な
ど
）
の
加
入
期
間
が
20
年
以
上
、

ま
た
は
40
歳
以
降
に
10
年
以
上
あ

る
年
金
受
給
者
（
受
給
資
格
の
あ

る
方
）
お
よ
び
そ
の
被
扶
養
者

• 

同
じ
市
町
村
内
で
住
所
が
変
わ
っ

　

勤
務
先
の
倒
産
や
解
雇
な
ど
で
や

む
を
え
ず
離
職
し
、
雇
用
保
険
を
受

給
す
る
方
の
国
民
健
康
保
険
税
を
軽

減
し
ま
す
。

▼ 

内
容　

給
与
所
得
を
100
分
の
30
と

し
て
国
民
健
康
保
険
税
を
算
定

▼ 

持
ち
物　

雇
用
保
険
受
給
資
格
者

証
と
世
帯
主
（
申
告
者
）
の
印
鑑

※ 

雇
用
保
険
受
給
資
格
者
証
を
お
持

ち
で
も
、
軽
減
の
対
象
に
な
ら
な

い
場
合
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

4 国民健康保険からのお知らせ



こんなときには国民年金の手続きが必要です

こんなとき 被保険者の種別 手続き先
学生やフリーターなど、厚生年金や共済年金に加入していない
方が20歳になったとき 未加入⇒第１号 年金・長寿医療グループ、各支所

第 2号被保険者に扶養されている配偶者が20歳になったとき 未加入⇒第 3号 配偶者の勤務先
配偶者が就職して第 2号被保険者になり、その第 2号被保険者
に扶養されるようになったとき 第１号⇒第 3号 配偶者の勤務先

第 2号被保険者が60歳になる前に、会社などを退職したとき 第 2号⇒第１号 年金・長寿医療グループ、各支所
第 2号被保険者である方が会社などを退職し、第 2号被保険者
である配偶者に扶養されるようになったとき 第 2号⇒第 3号 配偶者の勤務先

第 2号被保険者（配偶者）に扶養されていた方で、その配偶者
が退職したとき

第 3号⇒第１号 年金・長寿医療グループ、各支所年金受給資格がある第 2号被保険者（配偶者）が65歳になり、
その配偶者に扶養されていた方が60歳未満のとき
パート収入が130万円を超えたときなど、配偶者の扶養から外
れるようになったとき

　

日
本
国
内
に
住
ん
で
い

る
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

全
て
の
方
は
、
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
加
入
種
別

は
、
結
婚
や
、
本
人
や
配

偶
者
の
就
職
・
転
職
な
ど

で
変
わ
る
こ
と
が
あ
り
、

そ
の
場
合
は
手
続
き
が
必

要
で
す
。

　

手
続
き
を
し
な
か
っ
た

場
合
、
基
礎
年
金
（
老
齢
・

障
害
・
遺
族
）
を
受
け
取

れ
な
く
な
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
の
で
、
必
ず
手
続
き

を
し
ま
し
ょ
う
。

問い合わせ　年金・長寿医療グループ（☎85２１３７）

加
入
の
種
別

●
第
１
号
被
保
険
者

自
営
業
者
や
学
生
な
ど

●
第
２
号
被
保
険
者

厚
生
年
金
や
共
済
年
金

の
加
入
者

●
第
３
号
被
保
険
者

第
2
号
被
保
険
者
に
扶

養
さ
れ
て
い
る
配
偶
者

（
収
入
が
一
定
額
を
超

え
な
い
方
）

新たな行財政改革プランと実施計画について
皆さんの意見を募集します

問い合わせ　人事・行政管理グループ（☎85１１３２）

　

登
別
市
行
財
政
改
革
プ
ラ
ン
2
0
1
4
（
案
）
と
登

別
市
行
財
政
改
革
実
施
計
画
（
案
）
が
ま
と
ま
り
ま
し

た
の
で
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
制
度
に
基
づ
き
、
皆

さ
ん
の
意
見
を
募
集
し
ま
す
。

◆ 

同
プ
ラ
ン
・
計
画
の
目
的　

『
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ

く
り
の
推
進
』
『
堅
実
な
行
政
運
営
の
推
進
』
『
健

全
な
財
政
基
盤
の
確
立
』
に
取
り
組
み
、
行
財
政
の

効
率
化
を
図
る
こ
と
で
、
一
定
水
準
の
行
政
サ
ー
ビ

ス
を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す

◆ 

資
料
の
閲
覧　

市
役
所
１
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
や
各
支

所
、
市
民
会
館
、
市
立
図
書
館
、
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
で
閲
覧
で
き
る
ほ
か
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す

◆
応
募
期
限　

3
月
31
日
㈪　
　

◆ 

意
見
の
提
出
方
法　

各
閲
覧
場
所
に
備
え
付
け
の
専

用
用
紙
、
ま
た
は
任
意
の
用
紙
に
①
案
件
名
②
住
所

③
氏
名
④
電
話
番
号
⑤
意
見
を
記
入
し
、
郵
送
ま
た

は
フ
ァ
ク
ス
、
Ｅ
メ
ー
ル
で
人
事
・
行
政
管
理
グ

ル
ー
プ
（
〒
059

－

8
7
0
1
中
央
町
6
丁
目
11
、
思

85
1
1
0
8
、
Ｅ
メ
ー
ル
：gyoukan@

city.no
boribetsu.lg.jｐ

）
に
提
出
す
る
か
、
各
閲
覧
場

所
備
え
付
け
の
『
意
見
箱
』
に
投
函
し
て
く
だ
さ
い

※ 

電
話
や
来
庁
に
よ
る
口
頭
で
の
意
見
は
お
受
け
で
き

ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

◆ 

意
見
に
対
す
る
回
答　

寄
せ
ら
れ
た
意
見
に
対
す
る

市
の
考
え
方
を
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
と
と

も
に
、
各
閲
覧
場
所
に
閲
覧
用
フ
ァ
イ
ル
を
備
え
付

け
ま
す
。
な
お
、
意
見
を
提
出
し
た
方
に
対
し
て
個

別
の
回
答
は
行
い
ま
せ
ん

5 こんなときには国民年金の手続きが必要です
新たな行財政改革プランと実施計画について皆さんの意見を募集します
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１
月
25
日
㈯
、
登
別
、
幌
別
、
鷲
別
・
若
草
各

地
区
で
『
2
0
1
4
年
鬼
ま
つ
り
』
（
同
実
行
委

員
会
主
催
）
が
行
わ
れ
、
鬼
や
福
の
神
に
変
装
し

た
『
元
鬼
ふ
り
ま
き
隊
（
豆
ま
き
隊
）
』
が
、
無

病
息
災
や
家
内
安
全
、
商
売
繁
盛
を
祈
願
し
、
各

地
区
の
商
店
街
や
保
育
所
、
病
院
な
ど
を
訪
れ
ま

し
た
。

　

各
地
区
の
イ
ベ
ン
ト
会
場
で
行
わ
れ
た
豆
ま
き

に
参
加
し
た
人
び
と
は
、
『
福
は
〜
う
ち
』
の
掛

け
声
と
と
も
に
ま
か
れ
た
豆
に
精
一
杯
手
を
伸
ば

し
、
勢
い
よ
く
福
を
取
り
込
ん
で
い
ま
し
た
。

2
0
1
4
年
鬼
ま
つ
り

『
福
は
〜
う
ち
！

　

福
は
〜
う
ち
！
』

▲ 登別中央ショッピングセンター『アーニス』の 2階から
まかれる福豆を両手を広げて待つ参加者

　

2
月
13
日
㈭
、
市
役
所
で
市
幹
部
職
員
11
人
に
よ
る
『
登
別
市
総
合
計
画
第

3
期
基
本
計
画
庁
内
検
討
委
員
会
』
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

同
委
員
会
は
、
市
の
目
指
す
将
来
都
市
像
を
実
現
す
る
た
め
に
、
市
政
運
営

の
基
本
的
目
標
と
施
策
を
示
す
『
基
本
計
画
』
（
平
成
27
年
度
で
終
了
す
る
基

本
計
画
に
替
わ
る
平
成
28
年
度
か
ら
平
成
37
年
度
ま
で
の
新
た
な
基
本
計
画
）

の
策
定
を
、
3
月
に
設
置
す
る
市
民
検
討
委
員
会
と
市
の
協
働
で
取
り
組
も
う

と
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

2
月
17
日
㈪
に
は
、
市
民
会
館
で
、
各
部
局
担
当
職
員
に
よ
る
同
委
員
会
の

6
部
会
（
『
ぬ
く
も
り
』
、
『
防
災
・
環
境
』
、
『
産
業
躍
動
』
、
『
都
市
調

和
』
、
『
育
み
』
、
『
ま
ち
づ
く
り
』
）
も
開
か
れ
、
市
民
検
討
委
員
会
に
も

設
置
す
る
予
定
の
各
部
会
と
協
力
し
、
広
く
議
論
を
行
い
ま
す
。

　

な
お
、
第
3
期
基
本
計
画
は
、
平
成
27
年
秋
ま
で
に
素
案
を
策
定
し
、
同
年

12
月
の
市
議
会
に
提
案
す
る
予
定
で
す
。

〜
登
別
市
総
合
計
画
第

〜
登
別
市
総
合
計
画
第
33
期
基
本
計
画
庁
内
検
討
委
員
会
〜

期
基
本
計
画
庁
内
検
討
委
員
会
〜

市
民
と
行
政
の
協
働
に
よ
る

ま
ち
づ
く
り
計
画
の
検
討

▲ 庁内検討委員会（上）、庁内検討委員会部会

　

2
月
18
日
㈫
、
市
役
所
で
『
平
成
25
年
度
登
別

ブ
ラ
ン
ド
推
奨
認
定
証
交
付
式
』
（
登
別
ブ
ラ
ン

ド
推
進
協
議
会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
『
湯
の
香
ひ
ょ
う
た
ん
飴
』
（
大
黒
屋

民
芸
店
）
が
新
た
に
認
定
さ
れ
た
ほ
か
、
『
北
海

大
だ
こ
地
獄
漬
』
『
の
ぼ
り
べ
つ
と
ろ
〜
り
プ
リ

ン
』
『
文
志
郎
の
納
豆
輪
〆
昆
布
巻
』
が
再
認
定

さ
れ
ま
し
た
。

　

同
協
議
会
の
成
田
会
長
は
、
『
今
後
も
事
業
者

の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
推
奨
品
の
さ
ら
な
る
認
知

度
の
向
上
に
努
め
た
い
』
と
話
し
ま
し
た
。

平
成
25
年
度
登
別
ブ
ラ
ン
ド
推
奨
品
決
定

登
別
ブ
ラ
ン
ド
に

新
し
い
仲
間

▲ 新たに登別ブランドとして認定された『湯の香ひょうたん飴』

2
 18

1
 25

6 東　奔　西　走
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１
月
30
日
㈭
、
婦
人
セ
ン
タ
ー
で
『
第
2
回
西
い
ぶ

り
圏
域
・
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会
』
（
市
・
西

い
ぶ
り
定
住
自
立
圏
形
成
推
進
協
議
会
主
催
）
が
開
催

さ
れ
、
139
人
の
参
加
者
が
講
演
に
耳
を
傾
け
ま
し
た
。

　

講
演
で
は
、
地
熱
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
利
用
や
導
入
へ
の

課
題
、
先
進
事
例
の
ほ
か
、
富
山
県
の
宇
奈
月
温
泉
に

お
け
る
地
域
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
と
電
気
自
動
車
な
ど

に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
、
室
蘭
工
業
大
学
で
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
研
究
事
例
な
ど
が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。

　

集
ま
っ
た
市
民
は
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
活
用
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

2
月
10
日
㈪
、
登
別
小
学
校
で
、
東
日
本
大
震
災
の

被
災
地
で
あ
る
岩
手
県
陸
前
高
田
市
の
が
れ
き
を
使
っ

て
写
真
立
て
を
作
る
『
瓦
Ｒ
ｅ
：
き
っ
と
フ
ォ
ト
授
業
』

（
市
主
催
）
が
行
わ
れ
、
同
校
の
6
年
生
44
人
が
参
加

し
ま
し
た
。

　

陸
前
高
田
市
で
被
災
者
の
就
労
支
援
な
ど
に
当
た
っ

て
い
る
、
㈱
Ｈハ

ン

ド

ａ
ｎ
ｄ　

Ｍメ

イ

ド

ａ
ｄ
ｅ
の
中な

か

田た

源は
じ
め
さ
ん
が

講
師
と
し
て
同
校
を
訪
れ
、
が
れ
き
は
被
災
し
た
人
た

ち
の
大
切
な
も
の
だ
っ
た
こ
と
な
ど
を
説
明
し
ま
し
た
。

　

児
童
は
真
剣
に
話
に
聞
き
入
り
、
が
れ
き
の
中
か
ら

生
活
用
品
や
プ
ラ
モ
デ
ル
の
一
部
を
見
つ
け
る
な
ど
し

て
、
写
真
立
て
の
製
作
を
通
し
て
改
め
て
被
災
地
の
現

状
を
学
ん
で
い
ま
し
た
。

　

2
月
3
日
㈪
と
4
日
㈫
の
2
日
間
、
登
別
温
泉
で

『
第
43
回
登
別
温
泉
湯
ま
つ
り
』
（
市
、
登
別
観
光
協

会
主
催
）
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
登
別
温
泉
の
豊
富
な
湯
量
と
多
彩
な

泉
質
に
感
謝
し
、
開
運
と
無
病
息
災
を
祈
願
す
る
ま
つ

り
で
、
節
分
に
合
わ
せ
て
毎
年
開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

閻
魔
大
王
の
使
者
で
あ
る
赤
鬼
・
青
鬼
の
『
湯ゆ

鬼き

神じ
ん

』

が
、
カ
ル
ル
ス
温
泉
と
登
別
温
泉
の
ホ
テ
ル
や
旅
館
、

商
店
な
ど
を
回
り
市
民
や
観
光
客
の
厄
払
い
を
行
っ
た

ほ
か
、
泉
源
公
園
で
は
『
子
宝
も
ち
つ
き
舞
』
や
『
源

泉
湯
か
け
合
戦
』
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

第
43
回
登
別
温
泉
湯
ま
つ
り

第
2
回
西
い
ぶ
り
圏
域
・

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
講
演
会

『
瓦が

れ
Ｒ
ｅ
：
き
っ
と
フ
ォ
ト
』
授
業

大
地
の
恵
み
に
感
謝

西
胆
振
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
考
え
る

震
災
に
つ
い
て
学
ぶ

▲子宝もちつき舞の様子

▲ がれきから被災地に思いをはせる児童

▲ 講演に聞き入る参加者

1
 30

2
 10
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人が輝き　まちがときめく

仲 間 た ち Group

知
っ
て
備
え
る

知
っ
て
備
え
る  

防
災
メ
モ

防
災
メ
モ
第
14
回

　

私
た
ち
の
住
む
日
本
は
、
世
界
の
中
で

も
地
震
の
多
い
国
の
一
つ
で
す
。

　

日
本
は
『
ユ
ー
ラ
シ
ア
プ
レ
ー
ト
』
と

『
北
米
プ
レ
ー
ト
』
と
呼
ば
れ
る
二
つ
の

陸
の
プ
レ
ー
ト
の
上
に
存
在
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
太
平
洋
に
は
『
太
平
洋
プ
レ
ー

ト
』
と
呼
ば
れ
る
海
の
プ
レ
ー
ト
が
あ
り
、

こ
の
海
の
プ
レ
ー
ト
が
陸
の
プ
レ
ー
ト
の

下
に
潜
り
込
む
と
き
に
地
震
が
発
生
し
ま

す
。
ま
た
、
こ
の
と
き
日
本
海
側
で
も
陸

の
プ
レ
ー
ト
に
ゆ
が
み
が
生
じ
、
地
震
を

発
生
さ
せ
る
こ
と
が
あ
る
の
で
全
国
ど
こ

へ
行
っ
て
も
地
震
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
で

き
ま
せ
ん
。

●
地
震
が
起
こ
る
メ
カ
ニ
ズ
ム

●
地
震
・
津
波
の
情
報
を
確
認
し
た
ら

　

気
象
庁
で
は
、
あ
る
地
域
で
地
震
が
発

生
し
、
そ
の
最
大
震
度
が
5
弱
以
上
に
な

る
と
予
想
し
た
場
合
に
、
震
度
4
以
上
の

揺
れ
が
予
想
さ
れ
る
地
域
に
向
け
て
、
テ

レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
、
携
帯
電
話
な
ど
で
『
緊

急
地
震
速
報
』
を
発
表
し
ま
す
。

　

こ
の
情
報
を
見
聞

き
し
た
ら
、
直
ち
に

地
震
か
ら
自
分
の
身

を
守
る
行
動
を
取
っ

て
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
、
大
津
波
警

報
（
特
別
警
報
）
や

津
波
警
報
が
発
表
さ

れ
た
ら
、
す
ぐ
に
海

か
ら
離
れ
、
市
が
指

定
し
て
い
る
高
台
避

難
場
所
な
ど
へ
避
難

し
て
く
だ
さ
い
。

わらべ歌の会
　

『
わ
ら
べ
歌
の
会
』
は
、
平
成
20

年
に
登
別
と
き
め
き
大
学
の
活
動
の

一
環
と
し
て
発
足
し
、
平
成
22
年
か

ら
独
立
し
た
サ
ー
ク
ル
と
し
て
活
動

を
し
て
い
ま
す
。

　

現
在
60
人
の
メ
ン
バ
ー
で
月
に
2

回
、
火
曜
日
の
13
時
30
分
か
ら
15
時

ま
で
市
民
会
館
を
会
場
に
、
毎
回
歌

の
練
習
に
手
遊
び
や
発
声
練
習
を
交

え
、
楽
し
く
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

「
わ
ら
べ
歌
を
歌
っ
て
い
る
と
、

自
分
が
育
っ
た
環
境
や
小
学
校
の
学

芸
会
な
ど
、
子
ど
も
の
頃
の
こ
と
を

思
い
出
し
、
懐
か
し
く
な
り
ま
す
」

と
話
す
の
は
、
友
人
に
誘
わ
れ
て
5

カ
月
前
か
ら
活
動
に
参
加
し
て
い
る

と
い
う
丸ま

る

山や
ま

美み

恵え

子こ

さ
ん
。
活
動
は

と
て
も
楽
し
く
、
毎
回
休
ま
ず
に
参

加
し
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

代
表
の
小お

笠が
さ

原わ
ら

寿と
し

恵え

さ
ん
は
「
気

を
張
ら
な
い
、
和
や
か
な
サ
ー
ク
ル

を
目
指
し
て
い
ま
す
。
み
ん
な
帰
り

が
け
に
は
笑
顔
に
な
っ
て
い
て
、
次

の
活
動
に
も
元
気
な
姿
を
見
せ
て
く

れ
ま
す
」
と
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

「
家
か
ら
一
歩
外
に
出
て
、
み
ん

な
と
一
緒
に
歌
え
ば
一
緒
に
元
気
に

な
れ
ま
す
。
歳
を
重
ね
声
が
細
く
な

る
の
も
防
げ
ま
す
」
と
い
う
小
笠
原

さ
ん
の
話
の
と
お
り
、
練
習
時
に
は

メ
ン
バ
ー
の
元
気
な
歌
声
が
響
い
て

い
ま
し
た
。

　

同
会
で
は
『
幌
別
地
区
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
市
民
演
芸
会
』
に
も
出
演
し
、

普
段
の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
場

と
し
て
い
ま
す
。
昨
年
か
ら
は
若
草

つ
ど
い
セ
ン
タ
ー
で
も
活
動
し
て
お

り
、
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

見
学
を
希
望
す
る
方
は
小
笠
原
さ

ん
（
☎
85
7
7
2
8
）
ま
で
。

▲伴奏に合わせて歌の練習

みんなで一緒に歌って
一緒に元気になれます

問
い
合
わ
せ

総
務
グ
ル
ー
プ

（
☎
85
１
１
３
０
）

8 知って備える防災メモ・仲間たち



▲ 日本工学院北海道専門学校の学生が制
作したフリーペーパー『ＫｕｕＫｅｅ』

　

「
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
制
作
を
通
し
、

取
材
先
の
お
店
の
方
か
ら
普
段
は
聞
け

な
い
お
話
を
聞
い
た
り
、
駄
菓
子
や
飲

み
物
を
い
た
だ
い
た
り
、
触
れ
合
い
が

新
鮮
で
楽
し
か
っ
た
で
す
ね
。
皆
さ
ん
、

取
材
に
快
く
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
て
感

謝
し
て
い
ま
す
」
と
話
す
安あ

ん

藤ど
う

彩あ
や

さ
ん
。

　

安
藤
さ
ん
が
編
集
長
を
務
め
た
フ
リ

ー
ペ
ー
パ
ー
『
Ｋく

ぅ

ー
ｕ
ｕ
Ｋき

ぃ
ｅ
ｅ
』
は
、

こ
れ
ま
で
、
札
内
町
の
自
然
体
験
観
光

を
特
集
し
た
昨
年
夏
の
第
１
号
か
ら
、

駄
菓
子
店
や
経
営
者
の
表
情
な
ど
を
取

り
上
げ
た
第
2
号
、
銭
湯
を
紹
介
し
た

第
3
号
ま
で
発
行
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

「
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
の
制
作
は
学
生

の
誰
も
が
初
め
て
の
経
験
で
、
テ
ー
マ

や
取
材
内
容
、
紙
面
構
成
を
考
え
る
の

も
手
探
り
で
し
た
。
学
生
が
行
き
や
す

く
、
こ
れ
ま
で
新
聞
や
雑
誌
な
ど
で
紹

介
さ
れ
た
こ
と
が
少
な
い
も
の
を
中
心

に
テ
ー
マ
を
選
び
ま
し
た
が
、
札
内
町

の
自
然
体
験
観
光
の
取
材
で
は
、
学
校

の
近
く
に
、
乗
馬
を
体
験
し
な
が
ら
太

平
洋
や
来
馬
岳
な
ど
登
別
の
雄
大
な
景

色
を
楽
し
め
る
場
所
が
あ
っ
た
の
か
と
、

学
生
に
と
っ
て
も
こ
の
地
域
の
魅
力
を

発
見
す
る
良
い
機
会
に
な
り
ま
し
た
。

完
成
し
た
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
を
取
材
先

に
届
け
る
と
、
皆
さ
ん
喜
ん
で
く
れ
て
、

　

卒
業
と
就
職
を
控
え
、
安
藤
さ
ん
は

間
も
な
く
登
別
を
離
れ
ま
す
。

　

「
取
材
で
ま
ち
を
歩
く
こ
と
が
な
か

っ
た
ら
、
登
別
で
の
短
い
学
生
生
活
を

学
校
や
買
い
物
に
行
っ
て
帰
る
だ
け
で

終
え
て
い
た
と
思
い
ま
す
。
取
材
を
通

し
て
、
登
別
に
も
頑
張
っ
て
い
る
方
が

た
く
さ
ん
い
る
こ
と
が
分
か
り
ま
し
た

し
、
も
っ
と
人
が
集
ま
り
、
に
ぎ
や
か

な
ま
ち
に
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
元
の
方
に
も

興
味
や
関
心
を
持
っ
て
読
ん
で
も
ら
え

る
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
で
あ
っ
て
ほ
し
い

で
す
ね
」
と
、
編
集
を
引
き
継
ぐ
後
輩

に
エ
ー
ル
を
送
る
安
藤
さ
ん
。

　

登
別
で
の
思
い
出
を
胸
に
、
新
た
な

生
活
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
ま
す
。

私
た
ち
も
う
れ
し
か
っ
た
で
す
ね
」
と
、

安
藤
さ
ん
は
取
材
の
感
想
を
話
し
ま
す
。

取
材
先
で
の
人
と
の
触
れ

合
い
が
新
鮮
で
楽
し
い

も
っ
と
人
が
集
ま
り
、

に
ぎ
や
か
な
ま
ち
に

安
あん

藤
どう

　彩
あや

さん（千歳町）
　札内町の日本工学院北海道専門学校では、
ＣＧデザイナー科とゲームクリエイター科の
全ての学生が、出版やアニメ制作、ゲーム制
作など、計 6つの課外活動から自分の興味・
関心のある分野を選択し、参加しています。
　このうち、出版のグループでは、学生 8人
が昨年夏からフリーペーパー『Ｋ

く ぅ ー

ｕｕＫ
き ぃ

ｅｅ』
の制作を行い、学生の視点で地域の魅力を発
掘・紹介しようと、企画づくりや取材、編集
作業に意欲的に取り組んでいます。
　編集長を務めた同校ＣＧデザイナー科 2年
の安藤彩さんに、取材を通して感じた地域の
魅力や制作の感想などを聞きました。

地元の方にも興味を
持ってもらえるフリ
ーペーパーを

平成 5年、帯広市生まれ。20歳。
将来は絵に関係する仕事がしたいと、平成24年 4 月、親元を
離れ、日本工学院北海道専門学校ＣＧデザイナー科に入学。
2年間の登別での学生生活を終え、 4月から札幌市内の写真
関連企業に就職する。
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

く
ら
し
の
ガ
イ
ド

市
や
国
、
道
か
ら
の

お
知
ら
せ　
　
　
　

く
ら
し
と

住
ま
い

月の粗大ごみ収集４
申し込み　㈲登和清掃（☎88 0 2 0 0 ）

※土・日曜日、祝日を除く 9時～17時。
※ 電話番号のかけ間違えに十分注意して
ください。

問い合わせ　環境対策Ｇ
（クリンクルセンター内）

☎85 2 9 5 8

※ 粗大ごみは、１品ごとに『ごみ処理券（１枚
160円）』を貼って出してください。

　（１回につき 5品まで）

と
め
た
『
ご
み
分
別
辞
典
』
を
市
役

所
と
各
支
所
で
随
時
配
布
し
て
い
ま

す
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

問
む
ろ
ら
ん
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
47
8
3
7
3
）
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
Ｇ
（
☎
85
2
1
3
9
）

▼
監
査
の
範
囲　

平
成
25
年
4
月
〜

9
月
に
執
行
さ
れ
た
事
務
と
財
政

的
援
助
団
体
等
の
平
成
24
年
度
執

行
分

問
監
査
委
員
事
務
局

 

（
☎
85
9
2
3
0
）

平
成
26
年
度
の
ご
み
収
集
体
制

狂
犬
病
予
防
注
射
料
金
の
改
定

無
料
法
律
相
談

監
査
結
果
と
措
置
状
況
を

公
表
し
て
い
ま
す

野
焼
き
は
や
め
ま
し
ょ
う

浄
化
槽
の
管
理
者
は
毎
年
法

定
検
査
（
浄
化
槽
法
第
11
条

検
査
）
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

4
月
１
日
か
ら
平
成
27
年
3
月
31

日
ま
で
の
ご
み
収
集
は
、
今
号
の
広

報
の
ぼ
り
べ
つ
に
折
り
込
み
し
て
い

る
『
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン
ダ
ー
』

の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

　

ま
た
『
家
庭
ご
み
収
集
カ
レ
ン

ダ
ー
』
と
、
ご
み
分
別
の
仕
方
を
ま

　

消
費
税
の
増

税
に
伴
い
、
4

月
１
日
よ
り
、

狂
犬
病
予
防
注

射
料
金
を
改
定

し
ま
す
。

　

犬
の
飼
い
主

は
、
生
後
91
日

を
過
ぎ
た
飼
い

犬
に
狂
犬
病
予

防
注
射
を
年
１

回
接
種
さ
せ
る

こ
と
が
法
律
に

よ
り
義
務
付
け

ら
れ
て
い
ま
す

の
で
、
毎
年
必

ず
接
種
さ
せ
ま

し
ょ
う
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

　

札
幌
弁
護
士
会
法
律
相
談
セ
ン

タ
ー
が
道
内
の
主
な
都
市
で
実
施
し

て
い
る
法
律
相
談
が
、
相
談
内
容
に

関
わ
ら
ず
初
回
の
相
談
が
無
料
に
な

り
ま
し
た
。

　

近
隣
で
は
、
室
蘭
市
中
島
町
の

『
む
ろ
ら
ん
法
律
相
談
セ
ン
タ
ー
』

で
毎
週
月
・
水
・
金
曜
日
に
、
予
約

制
で
相
談
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

な
お
、
市
で
実
施
し
て
い
る
無
料

法
律
相
談
は
、
引
き
続
き
毎
月
第
3

土
曜
日
に
『
鉄
南
ふ
れ
あ
い
セ
ン

タ
ー
』
で
実
施
し
ま
す
。

　

利
用
を
希
望
す
る
方
は
、
毎
月
の

広
報
の
ぼ
り
べ
つ
を
ご
覧
の
う
え
、

　

平
成
25
年
度
定
期
監
査
（
後
期
）

と
財
政
的
援
助
団
体
等
監
査
の
結
果
、

指
摘
事
項
の
措
置
状
況
報
告
は
、
市

役
所
前
掲
示
場
で
公
表
し
ま
し
た
が
、

市
役
所
１
階
市
民
コ
ー
ナ
ー
と
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
閲
覧
で
き
ま
す
。

▼
監
査
執
行
者　

監
査
委
員　

三み

浦う
ら

忠た
だ

夫お

、
山や

ま

口ぐ
ち

賢け
ん

治じ

▼
執
行
期
間　

平
成
25
年
10
月
30
日

〜
平
成
26
年
2
月
3
日

　

家
庭
ご
み
や
草
木
な
ど
を
野
焼
き

し
た
人
に
は
5
年
以
下
の
懲
役
ま
た

は
１
千
万
円
以
下
の
罰
金
が
科
せ
ら

れ
ま
す
。

　

ま
た
、
野
焼
き
に
は
常
に
火
災
の

危
険
が
伴
い
ま
す
の
で
、
野
焼
き
を

発
見
し
た
と
き
は
、
発
生
日
時
や
場

所
、
煙
の
色
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

　

こ
の
検
査
は
、
浄
化
槽
の
保
守
点

検
と
清
掃
が
適
正
に
行
わ
れ
て
い
る

か
、
浄
化
槽
の
機
能
が
正
常
に
維
持

さ
れ
て
い
る
か
を
調
べ
る
た
め
の
も

の
で
、
定
期
的
な
保
守
点
検
・
清
掃

と
は
別
に
、
年
１
回
受
け
る
こ
と
が

義
務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

問
環
境
対
策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

指定ごみ袋等取扱店と
クリーンチケット取扱所の指定
サンクス登別桜木町店（桜木町）

地　区 収集期間 申込期間

青葉町、緑町、
鉱山町、川上町

3月31日㈪～
4月 5日㈯

3月17日㈪～
3月28日㈮

カルルス町、上登
別町、登別温泉町、
中登別町

4月 7日㈪～
4月12日㈯

3月24日㈪～
4月 4日㈮

美園町 4～ 6丁目 4月14日㈪～
4月19日㈯

3月31日㈪～
4月11日㈮

富浦町１～ 5丁目、
幸町、登別本町、
登別港町

4月21日㈪～
4月26日㈯

4月 7日㈪～
4月18日㈮

片倉町、新栄町、
札内町、来馬町、
富浦町（１～ 5丁
目を除く）

4月28日㈪～
5月 3日㈯

4月14日㈪～
4月25日㈮

改定前の料金 改定後の料金
注射料金 2,490円 2,560円

注射済票交付手数料 550円 550円

合計 3,040円 3,110円

10 くらしのガイド　市や国、道からのお知らせ



計
画
・
税

財
政

募　

集

②
…
１
万
5
千
円
、
③
…
2
万
円

▼
申
込
期
限　

3
月
31
日
㈪

問
登
別
育
英
会
事
務
局
（
教
育
委
員

会
総
務
Ｇ
内
・
☎
88
1
1
0
0
）

対
道
内
に
在
住
の
20
歳
以
上
の
方

（
議
員
や
公
務
員
な
ど
を
除
く
）

定
5
人
（
小
論
文
な
ど
に
よ
り
総
合

的
に
選
考
）

▼
任
期　

平
成
26
年
7
月
か
ら
2
年

間
（
委
員
会
の
開
催
は
年
3
・
4

回
を
予
定
し
て
い
ま
す
）

▼
報
酬　

１
日
に
つ
き
5
千
円
の
報

酬
と
旅
費
を
支
給
し
ま
す

申
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ
に
備
え
付
け

の
応
募
要
項
を
参
照
し
、
4
月
30

日
㈬
ま
で
に
北
海
道
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
ま
た
は
年
金
・
長

寿
医
療
Ｇ
へ
申
し
込
み

問
年
金
・
長
寿
医
療
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
3
7
）

支
所
に
備
え
付
け
、
ま
た
は
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
の
申
込
書

に
必
要
事
項
を
記
入
し
、
3
月
3

日
㈪
以
降
に
持
参
ま
た
は
郵
送
、

Ｅ
メ
ー
ル
で
観
光
振
興
Ｇ
（
〒
059

－

0
5
5
1
登
別
温
泉
町
60
、
Ｅ

メ
ー
ル
：spa@
city.noborib

etsu.lg.jp

）

※
持
参
の
場
合
の
み
、
商
工
労
政
Ｇ
、

各
支
所
で
も
受
け
付
け
ま
す
。

問
観
光
振
興
Ｇ
（
☎
84
2
0
1
8
）

知
書
な
ど
）
が
必
要
で
す
。

※
縦
覧
期
間
中
は
、
自
己
資
産
の
固

定
資
産
課
税
台
帳
も
無
料
で
閲
覧

で
き
ま
す
。

問
税
務
Ｇ
（
☎
85
1
1
5
5
）

忘
れ
ず
に
納
め
ま
し
ょ
う

平
成
26
年
度
固
定
資
産
税
に

係
る
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦

覧
帳
簿
の
縦
覧
を
し
ま
す

第6回無料就職セミナー
～キャリアサポートのぼりべつ～

市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

エ
キ
ス
ト
ラ
を
募
集
し
ま
す

後
期
高
齢
者
医
療
制
度

運
営
協
議
会
委
員
の
募
集

登
別
育
英
会
奨
学
生
を

募
集
し
ま
す

小
・
中
学
生
の
就
学
を

援
助
し
ま
す

国
立
北
海
道
障
害
者
職
業
能
力

開
発
校
入
校
生
を
追
加
募
集

し
ま
す

　

国
民
健
康
保
険
税
（
普
通
徴
収
第

10
期
）
の
納
期
限
は
3
月
31
日
㈪
で

す
。

　

納
付
に
は
、
口
座
振
替
や
コ
ン
ビ

ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
払
い
が
便
利
で
す
。

問
国
民
健
康
保
険
Ｇ

 

（
☎
85
1
7
7
1
）

　

納
税
者
が
固
定
資
産
税
の
対
象
と

な
る
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
を
、
他

の
土
地
や
家
屋
の
評
価
額
と
比
較
し
、

適
正
さ
に
つ
い
て
検
討
し
て
い
た
だ

く
た
め
、
土
地
・
家
屋
価
格
等
縦
覧

帳
簿
の
縦
覧
を
し
ま
す
。

時
4
月
１
日
㈫
〜
5
月
30
日
㈮

所
税
務
Ｇ

対
固
定
資
産
税
の
納
税
者

※
本
人
や
法
人
の
代
表
者
以
外
の
方

が
縦
覧
す
る
と
き
は
、
委
任
状
が

必
要
で
す
。

※
縦
覧
に
は
本
人
確
認
書
類
（
身
分

証
明
書
や
運
転
免
許
証
、
納
税
通

　これまでの自己の経験を整理
する『自己の棚卸し』により自
己理解を深め、自らの職業意識
やキャリア形成上の課題を明確
にし、今後の職業選択やキャリ
ア形成の方向付けに役立てます。
※『キャリアサポートのぼりべ
つ』は、登別職業訓練協会が
市から委託を受けて運営して
います。

時 3 月20日㈭13時30分～16時30
分

所職業訓練センター
定20人（申込順）
申 3 月17日㈪までに職業訓練セ
ンター（☎85１４５０）

　

テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
映
画
な
ど
の
撮

影
に
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
エ
キ
ス
ト

ラ
と
し
て
参
加
し
て
い
た
だ
け
る
方

を
募
集
し
ま
す
。

※
参
加
に
伴
う
謝
礼
や
交
通
費
の
支

給
は
あ
り
ま
せ
ん
。

対
市
内
に
居
住
ま
た
は
通
勤
・
通
学

す
る
方

申
観
光
振
興
Ｇ
や
商
工
労
政
Ｇ
、
各

　

北
海
道
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連

合
は
、
住
民
の
代
表
と
し
て
制
度
の

運
営
に
関
す
る
重
要
事
項
を
審
議
し

て
い
た
だ
く
運
営
協
議
会
委
員
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

対
①
高
校
、
②
高
専
、
専
修
学
校
、

短
大
、
③
大
学
（
大
学
院
を
除
く
）

に
入
学
す
る
方
で
、
成
績
や
世
帯

収
入
な
ど
の
基
準
を
満
た
し
て
い

る
方

▼
奨
学
金
（
月
額
）　

①
…
１
万
円
、

　

児
童
生
徒
が
等
し
く
義
務
教
育
を

受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
経
済

的
理
由
で
お
困
り
の
家
庭
へ
学
習
に

必
要
な
費
用
の
一
部
を
援
助
し
ま
す
。

問
在
学
中
・
入
学
予
定
の
学
校
、
学

校
教
育
Ｇ
（
☎
88
1
1
6
2
）

対
求
職
中
の
障
が
い
の
あ
る
方

▼
訓
練
期
間　

１
年
ま
た
は
2
年
間

▼
出
願
期
限　

4
月
18
日
㈮

問
同
校
（
☎
0
1
2
5
52
2
7
7
4
）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

登
別
市
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

検
討
委
員
会
委
員
を

募
集
し
ま
す

室
蘭
市
勤
労
者
共
済
セ
ン
タ
ー

会
員
募
集

　

市
は
水
道
事
業
が
抱
え
る
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
に
対
応
し
、
将
来
に
わ
た

り
信
頼
性
の
高
い
水
道
を
持
続
・
継

承
す
る
た
め
『
登
別
市
水
道
ビ
ジ
ョ

ン
』
を
策
定
し
ま
す
。

　

策
定
に
当
た
り
、
課
題
の
解
決
や

目
標
の
実
現
方
策
な
ど
に
つ
い
て
水

道
需
要
者
の
立
場
か
ら
意
見
を
述
べ

る
委
員
を
募
集
し
、
『
登
別
市
水
道

ビ
ジ
ョ
ン
検
討
委
員
会
』
を
設
置
し

ま
す
。

対
18
歳
以
上
（
平
成
26
年
4
月
１
日

現
在
）
の
方
で
、
水
道
事
業
に
関

し
、
知
識
、
経
験
、
関
心
の
あ
る

方
定
2
人
（
書
類
選
考
、
選
考
結
果
は

後
日
郵
送
）

▼
任
期　

4
月
か
ら
水
道
ビ
ジ
ョ
ン

の
策
定
完
了
の
日
（
平
成
27
年
5

月
予
定
）
ま
で

▼
会
議　

任
期
中
5
回
程
度

※
報
酬
と
旅
費
の
支
給
は
あ
り
ま
せ

ん
。

申
水
道
Ｇ
や
各
支
所
に
備
え
付
け
、

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載

の
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

3
月
14
日
㈮
ま
で
に
、
持
参
ま
た

は
郵
送
（
必
着
）
、
Ｅ
メ
ー
ル
で

　

同
セ
ン
タ
ー
は
、
登
別
市
や
室
蘭

市
、
伊
達
市
の
中
小
企
業
の
経
営
者

と
勤
労
者
の
生
活
安
定
や
健
康
増
進

な
ど
の
福
利
厚
生
事
業
を
行
っ
て
い

ま
す
。
健
康
管
理
や
会
員
相
互
の
親

睦
に
お
役
立
て
く
だ
さ
い
。

問
同
セ
ン
タ
ー
（
☎
42
3
6
7
0
）

問室蘭税務署（☎㉒4151）

■ 消費税と地方消費税の税率が 4月 1日
から 8㌫になります

　 4月 1日を含む課税期間の消費税と地方消
費税の確定申告書を作成するためには、帳簿
などにおいて課税取り引きを適用税率ごとに
区分しておく必要があります。
※ 4 月 1 日以後に行われる取り引きであって
も、経過措置により旧税率が適用される場
合があります。

振替納税をしない方
①所得税と復興特別所得税、贈与税
　 3月17日㈪
②消費税と地方消費税
　 3月31日㈪

■ 総額表示義務の特例が設けられていま
す

　消費者向けの価格表示については、税込価
格を表示（総額表示）することが義務付けら
れていますが、平成29年 3 月31日までの間は
『現に表示する価格が税込み価格であると誤
認されないための措置』を講じている場合に
限り、税込価格を表示しなくてもよいとする
特例が設けられました。

振替納税を利用する方（振替日）
①所得税と復興特別所得税
　 4月22日㈫
②消費税と地方消費税
　 4月24日㈭

　詳しくは、国税庁ホームページ（http:// www.nta.go.jp）をご覧ください。

【事業所の皆さんへの消費税法改正などのお知らせ】

【平成25年分確定申告の納期限】

　確定申告書は国税庁ホームページの『確定申告書等作成コーナー』で、前年の申告書控えや『確定
申告の手引き』を参考にして簡単に作成することができます。作成した確定申告書は、印刷して郵送
などにより提出できるほか、そのままe

イ ー タ ッ ク ス

－Taxで送信することができます。
　税務署などの申告会場へ来るときは、前年の申告書控えと確定申告に必要な書類、印鑑、『確定申
告のお知らせ』（届いている方）をご持参ください。
　申告会場は駐車場が大変混雑しますので、公共交通機関をご利用ください。
※e-Taxの利用に当たっては、電子証明書やＩＣカードリーダライタなどの事前準備が必要です。

申告書は、自分で作成して、早めに提出を

水
道
Ｇ
（
〒
059

－

8
7
0
1
中
央

町
6
丁
目
11
、
Ｅ
メ
ー
ル
：kou

m
u@
city.noboribetsu.lg.

jp

）

問
水
道
Ｇ
（
☎
85
5
5
1
0
）

ザ・ビートルズ・クラシックス延期のお知らせ
　 2月15日㈯に開催予定だったコンサートは、関
東地方大雪の影響で演奏者が来道できず、 3月30
日㈰に延期となりました。既にご購入のチケット
はそのままご利用できます。
※ 払い戻しを希望する方は、 3月29日㈯17時まで
に文化・スポーツ振興財団（市民会館内）にお
越しください。
※ チケットの再発売も行っています。
問文化・スポーツ振興財団（☎88１１１６）
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困った！
ときにはまず相談
相談名 日時 場所 相談内容 申し込み・問い合わせ

※『Ｇ』はグループの略

無料法律相談 4 月19日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

交通事故や金銭貸借、損害賠
償、離婚など
担当弁護士：増

ます

川
かわ

　拓
たく

さん
定員： 6人

4月11日㈮までに
市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

くらしの無料相談
北海道行政書士会室蘭支部

3 月 8 日㈯
9時30分～12時

鉄南ふれあい
センター

相続や遺言、各種契約、官公
署に提出する書類など
定員：10人

3 月 7 日㈮までに
おおたに行政書士事務所
（☎86 3 3 6 0 ）

市民相談 随時 市民サービス
グループ

市民生活や多重債務、家庭内
暴力

市民サービスＧ
（☎85 2 1 3 9 ）

消費生活相談
随時
※ 登別消費者協会は火～
金曜日の10時～16時。

消費生活センタ
ーまたは登別消
費者協会（労働
福祉センター内）

消費生活

消費生活センター
（☎85 3 4 9 1 ）
登別消費者協会
（☎85 8 3 0 7 ）

人権相談所 月～金曜日
8時30分～17時15分

札幌法務局室
蘭支局
（室蘭市入江町）

人権問題や家族問題、金銭ト
ラブル、雇用や給与の問題、
いじめや体罰、差別など

札幌法務局室蘭支局
（☎㉒ 5 1 1 1 ）

障がいのある方の
就労相談窓口

3 月20日㈭
14時～17時30分

障害福祉グル
ープ 障がいのある方の就労や雇用

3月13日㈭までに
障害福祉Ｇ
（☎85 3 7 3 2 ）

夜間・土曜納税相
談窓口

3 月27日㈭・28日㈮
…20時まで
3月29日㈯… 9時～
17時

税務グループ 市税や給食費、公営住宅料、
保育料などの納付（入）

税務Ｇ
（☎85 1 1 5 5 ）

キャリアサポート
のぼりべつ

水・金曜日
8時30分～17時 職業訓練セン

ター
（青葉町） 就職活動などで抱える不安や

悩みなど
登別職業訓練協会
（☎85 1 4 5 0 ）

月～金曜日
17時以降（予約制）

土曜日
10時～17時

地域職業相談室
（アーニス内）

無料労働相談

月～金曜日
10時～16時

登別労働会館
（千歳町 3丁目） 解雇や労働条件の引き下げ、

職場内のいじめ（パワーハラ
スメント）など

事前に連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

3 月14日㈮・28日㈮
10時～16時

鉄南ふれあい
センター

希望日の１週間前
までに連合登別
（☎85 3 3 3 7 ）

13 困った！ときにはまず相談



時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

き
い
き

す
く
す
く
すすすす

子
育
て

いい健 

康

子
育
て

す
く
す
く

参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

申 

3
月
7
日
㈮
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

類
を
使
っ
た
料
理
教
室
で
す
。
い
ぶ

り
中
央
漁
業
協
同
組
合
登
別
支
部
女

性
部
か
ら
講
師
を
招
き
ま
す
。

時 

3
月
27
日
㈭
10
時
〜
12
時
30
分

（
9
時
50
分
ま
で
に
集
合
）

所
婦
人
セ
ン
タ
ー

対 
子
育
て
中
の
女
性

内 

マ
ツ
カ
ワ
の
マ
リ
ネ
、
ホ
ッ
キ
カ

レ
ー
、
エ
ビ
の
カ
ナ
ッ
ペ

定
20
人
（
申
込
順
）

持
エ
プ
ロ
ン
、
包
丁
、
三
角
巾

※
託
児
が
必
要
な
方
は
、
申
込
時
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

申 

3
月
20
日
㈭
ま
で
に
商
工
労
政
Ｇ

 

（
☎
85
2
1
7
1
）

時
3
月
8
日
㈯
10
時
30
分
〜
12
時

所
亀
田
記
念
公
園

対
子
育
て
中
の
方

内
野
外
料
理
を
楽
し
み
ま
す

定
15
人
（
申
込
順
）

費
300
円

持
マ
イ
カ
ッ
プ

　

登
別
漁
港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
魚
介

時
3
月
19
日
㈬
10
時
〜
12
時

所
市
民
会
館

対 

子
育
て
中
の
方
、
子
育
て
を
支
援

し
て
い
る
指
導
者

内 

化
学
メ
ー
カ
ー
の
技
術
者
を
招
き
、

身
近
に
あ
る
化
学
や
、
子
ど
も
と

一
緒
に
作
る
こ
と
が
で
き
る
入
浴

剤
作
り
な
ど
の
話
を
聞
き
ま
す

定
15
組
（
申
込
順
）

申 

3
月
18
日
㈫
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

ガ
く
ら
ぶ
（
☎
080

－

1
8
9
0

－

0
8
6
5
）

時
3
月
12
日
㈬
10
時
〜
12
時

所
登
別
マ
リ
ン
パ
ー
ク
ニ
ク
ス

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

定
15
組
（
申
込
順
）

内 

水
族
館
や
ア
シ
カ
の
シ
ョ
ー
、
ペ

ン
ギ
ン
の
散
歩
の
見
学

費
１
千
200
円
（
未
就
学
児
無
料
）

持 

昼
食
、
防
寒
着
、
動
き
や
す
い
服

と
靴
、
着
替
え

申 

3
月
11
日
㈫
ま
で
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

登
別
自
然
活
動
支
援
組
織
モ
モ
ン

　

し
ん
た
21
内
の
部
屋
を
一
般
開
放

し
ま
す
。
絵
本
や
お
も
ち
ゃ
が
た
く

さ
ん
あ
り
、
本
物
そ
っ
く
り
な
『
布

の
絵
本
』
は
貸
し
出
し
も
し
て
い
ま

す
。
赤
ち
ゃ
ん
や
小
さ
な
お
子
さ
ん

を
連
れ
て
親
子
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

※
団
体
に
よ
る
貸
し
切
り
利
用
は
で

き
ま
せ
ん
。

時
火
・
水
・
木
曜
日
の
10
時
〜
16
時

所
し
ん
た
21

問
健
康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

パ
パ
と
マ
マ
の
た
め
の
ス
タ
デ
ィ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

の
ぼ
り
べ
つ
浜
の
お
母
さ
ん

料
理
教
室

〜
婦
人
セ
ン
タ
ー
事
業
〜

子
育
て
ｃカ

フ

ェ

ａ
ｆ
ｅ

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

出
張
子
育
て
ひ
ろ
ば

〜
富
岸
子
育
て
ひ
ろ
ば
〜

キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
を
開
放
し
ま
す

問室蘭歯科医師会（☎43３５２２）

日時 診療所・住所・電話

3 月 2 日㈰
9時～11時

ふかせ歯科
 （☎85２４７７）
登別市中央町 2丁目16－ 4

3 月 9 日㈰
9時～11時

岡田歯科医院
 （☎44６６７７）
室蘭市中島町 2丁目31－ 6

3 月16日㈰
9時～11時

高橋歯科医院
 （☎55８４０１）
室蘭市本輪西町 1丁目 6－ 8

3 月21日㈮
9時～11時

奥村歯科医院
 （☎㉒２３６６）
室蘭市母恋北町 2丁目 4－12

3 月23日㈰
9時～11時

ありじ歯科クリニック
 （☎84５０４１）
室蘭市宮の森町 4丁目22－39

3 月30日㈰
9時～11時

金子歯科医院
 （☎44２６２１）
室蘭市東町 4丁目18－18

3 月の歯科救急医療

14 すくすく子育て　いきいき健康



健
　
　
康

い
き
い
き

乳幼児健康相談 診査
問健康推進Ｇ（☎85０１００）

対 

平
成
19
年
4
月
2
日
〜
平
成
20
年

4
月
１
日
生
ま
れ
の
方

※
接
種
の
際
は
、
事
前
に
医
療
機
関

へ
申
し
込
み
の
上
、
母
子
健
康
手

帳
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

問
健
康
推
進
Ｇ
（
☎
85
0
1
0
0
）

申
前
日
ま
で
に
高
齢
・
介
護
Ｇ

 

（
☎
85
5
7
2
0
）

③ 

鷲
別
公
民
館　

3
月
14
日
㈮
、
4

月
11
日
㈮
・
25
日
㈮

④ 

婦
人
セ
ン
タ
ー　

3
月
26
日
㈬
、

4
月
23
日
㈬

※
5
月
以
降
の
日
程
は
、
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
時
間
：
10
時
〜
12
時

※
①
は
13
時
30
分
〜
15
時
30
分

対 

65
歳
以
上
の
方
で
、
軽
い
運
動
の

で
き
る
方

内 

足
腰
強
化
や
脳
活
性
化
に
効
果
的

な
『
か
ろ
や
か
体
操
』
、
レ
ク
リ

エ
ー
シ
ョ
ン
、
健
康
に
関
す
る
講

話
な
ど

定
各
30
人
（
申
込
順
）

持 

タ
オ
ル
、
飲
み
物
、
上
履
き
（
①

の
み
）

※
動
き
や
す
い
服
装
で
お
越
し
く
だ

さ
い
。

問
中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

 

（
☎
81
3
7
1
5
）

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

遊
び
に
来
ま
せ
ん
か

　

楽
し
く
介
護
予
防
を
始
め
て
み
ま

せ
ん
か
。
見
学
も
可
能
で
す
。

▼
場
所
・
月
日

① 

若
草
つ
ど
い
セ
ン
タ
ー　

3
月
4

日
㈫
・
18
日
㈫
、
4
月
１
日
㈫
・

15
日
㈫

② 

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

3
月
11
日

㈫
・
25
日
㈫
、
4
月
8
日
㈫
・
22

日
㈫

　

地
域
の
子
ど
も
同
士
の
触
れ
合
う

場
、
保
護
者
の
交
流
の
場
と
し
て
、

中
央
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
の
職
員

が
遊
具
や
絵
本
を
持
っ
て
会
場
に
伺

い
ま
す
。

時
所

•
3
月
5
日
㈬
若
草
児
童
ク
ラ
ブ

•
3
月
12
日
㈬
鷲
別
公
民
館

※
時
間
は
い
ず
れ
も
10
時
〜
12
時
。

対
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

持
上
履
き
（
子
ど
も
、
保
護
者
と
も
）

※
両
会
場
と
も
駐
車
場
が
あ
り
ま
す
。

※
直
接
会
場
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。

　

無
料
接
種
は
3
月
で
終
了
し
ま
す
。

『
か
ろ
や
か
教
室
』
に

参
加
し
ま
せ
ん
か

移
動
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

麻
し
ん
風
し
ん
予
防
接
種

診　査・対　象 日　時 内　　容 持ち物 場所
4カ月児健康診査

（平成25年11月11日～ 　　
 平成25年12月15日生まれ）

4月24日㈭
時間は
個別通知

診察、身体計測、栄養
相談、育児相談 母子健康手帳、

バスタオル、
替えオムツ

し
ん
た
21

10カ月児健康相談
（平成25年 6 月生まれ）

4月14日㈪
時間は
個別通知

身体計測、栄養相談、
育児相談、遊びの紹介

1 歳 6 カ月児健康診査
（平成24年 9 月生まれ）

4月 9日㈬
時間は
個別通知

診察、歯科検診、身体
計測、栄養相談、歯科
相談、育児相談、フッ
素塗布（希望者800円） 母子健康手帳、

お子さんの歯
ブラシ

3 歳児健康診査
（平成23年 3 月生まれ）

4月17日㈭
時間は
個別通知

診察、歯科検診、尿検
査、身体計測、栄養相
談、歯科相談、育児相
談

乳幼児健康相談
（事前申込制）

（育児相談を希望する方）

4月25日㈮
9時30分～
10時30分　

発育・発達・育児・栄
養などの相談 母子健康手帳

短期人間ドックを受診しませんか
対  国民健康保険または後期高齢者医療制
度に加入している20歳以上の方で、保
険税（料）を滞納していない方　

※ 国民健康保険は、 4月 1日から継続し
て加入している方。
※ 特定健診や健康診査、千円ドック、脳
ドックとの重複受診はできません。

▼実施医療機関・自己負担予定額
① 室蘭・登別総合健診センター（2,500
円）
② 日鋼記念病院（3,000円）
③ 登別厚生年金病院（3,000円）
④ 三愛病院（3,000円）

▼  内容（必須項目）　身体測定、血圧、
尿、血液、心電図、眼底、視力、聴力、
肺機能、腹部超音波、胸部Ｘ線、便潜
血、胃バリウム（①）または胃カメラ
（②・③・④）　

▼オプション検査（無料）
• 前立腺がん検診（治療中でない50歳以
上の男性）
• 乳がん検診（40歳以上偶数月生まれの
女性、①・②・③のみ）
• 子宮がん検診（20歳以上偶数月生まれ
の女性、①・②のみ）
※ ①は受診日時の指定はできません。
※ 医療機関の都合で、受診までに日数が
掛かることがあります。
※ 定員になり次第締め切ります。
申  3 月 6 日㈭から国民健康保険Ｇ（☎85
１７７１）、年金・長寿医療Ｇ（☎85
２１３７）

15 すくすく子育て　いきいき健康



時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

３
月
号

　

東
日
本
大
震
災
の
被
災
者
支
援
を

目
的
と
し
て
、
北
海
道
大
谷
室
蘭
高

校
と
室
蘭
清
水
丘
高
校
の
生
徒
が
吹

奏
楽
を
演
奏
し
ま
す
。

時
3
月
11
日
㈫
18
時
〜
19
時
30
分

問
北
海
道
大
谷
室
蘭
高
校
・
鈴
木
さ

ん
（
☎
85
2
9
7
0
）

時
3
月
13
日
㈭
10
時
〜
11
時
30
分

定
持
5
人
（
申
込
順
）
・
筆
記
用
具

申
3
月
10
日
㈪
ま
で
に
市
民
活
動
セ

時
3
月
3
日
㈪
〜
14
日
㈮

内
書
道
や
陶
芸
、
工
作
、
手
芸
な
ど

を
展
示
し
ま
す

問
登
別
市
障
害
者
福
祉
関
係
団
体
連

絡
協
議
会
・
吉
野
さ
ん
（
☎
83
0

0
8
3
）

時
3
月
22
日
㈯
10
時
〜
12
時

対
小
学
生
以
上
の
方

定
20
人
（
申
込
順
）

申
3
月
19
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

時
3
月
22
日
㈯
14
時
〜
16
時

内
う
た
い
方
を
学
び
ま
す

定
持
20
人
（
申
込
順
）
・
筆
記
用
具

申
3
月
19
日
㈬
ま
で
に
市
民
活
動
セ

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

時
3
月
20
日
㈭
〜
28
日
㈮

内
ク
ラ
ブ
会
員
の
作
品
展
示

問
同
ク
ラ
ブ
・
辻
さ
ん

 

（
☎
85
6
6
1
5
）

東
日
本
大
震
災
復
興
支
援

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
コ
ン
サ
ー
ト

大
正
琴
無
料
体
験
教
室

障
が
い
者
に
よ
る
『
作
品
展
』

囲
碁
教
室

江
差
追
分
道
場

登
別
水
彩
ク
ラ
ブ
作
品
展

登
別
市
緑
町
１
丁
目
１
番
地
4

☎
83
6
8
6
6

市
民
活
動
セ
ン
タ
ー

 

『
の
ぼ
り
ん
』

登
別
市
富
士
町
7
丁
目
33
番
地
１

☎
88
1
1
3
9

市
民
会
館

時
3
月
7
日
㈮
〜
4
月
6
日
㈰

内
札
内
神
楽
獅
子
舞
の
関
係
資
料
や

胆
振
連
合
青
年
団
資
料
、
ア
イ
ヌ

関
係
音
声
資
料
な
ど
、
今
年
度
仲

間
入
り
し
た
新
し
い
資
料
の
速
報

は
じ
め
ま
し
て
！

〜
平
成
25
年
度
新
資
料
展
〜

登
別
市
片
倉
町
6
丁
目
27
番
地
2

☎
88
1
3
3
9

郷
土
資
料
館

時
3
月
22
日
㈯
13
時
30
分

対
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

問
市
立
図
書
館

　

3
月
28
日
㈮
は
、
図
書
整
理
の
た

め
休
館
し
ま
す
。

問
市
立
図
書
館

お
は
な
し
ぽ
け
っ
と

休
館
情
報

登
別
市
中
央
町
5
丁
目
21
番
地
１

☎
85
4
3
2
4

市
立
図
書
館

　札幌在住のイラストレーター・
高山美香さんのミニチュア人形
作品展とトークショーを市立図
書館で行います。

トークショー
『ちまちま人形ができるまで』
時 3 月15日㈯
　13時30分
　～14時30分

人形展
時 3 月 8 日㈯
　～23日㈰

問市立図書館（☎85４３２４）

ン
タ
ー
（
☎
83
6
8
6
6
）

展
で
す

費
190
円
（
小
・
中
学
生
60
円
）

問
郷
土
資
料
館

札幌在住のイラストレ タ札幌在住のイラス タ

高
たかたか

山
やまやま

美
み

香
か

さんのさんの

ちまちま人形展＆ちまちま人形展＆
 トークショー トークショー

高
たか

山
やま

美
み

香
か

さんの

ちまちま人形展＆
 トークショー

16 わくわくおでかけナビゲーション



登
別
市
鉱
山
町
8
番
地
3

☎
85
2
5
6
9

ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

　

年
度
末
の
大
掃
除
と
ご
苦
労
様

パ
ー
テ
ィ
ー
を
行
い
ま
す
。

時
3
月
15
日
㈯
10
時
〜
15
時

対
費
小
学
生
・
200
円

持
防
寒
具
、
着
替
え
、
昼
食
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル

時
3
月
22
日
㈯
10
時
〜
15
時

持
防
寒
具
、
昼
食
、
飲
み
物

※
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

　

楽
し
く
里
山
づ
く
り
が
で
き
た
こ

と
を
里
山
に
感
謝
し
て
、
森
の
パ
ー

テ
ィ
ー
を
し
ま
す
。

時
3
月
15
日
㈯
10
時
〜
13
時

定
費
持
30
人
（
申
込
順
）
・
200
円

（
子
ど
も
100
円
）
・
防
寒
具
、
昼

食
、
飲
み
物
、
軍
手
、
タ
オ
ル

申
3
月
14
日
㈮
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

冬
の
鉱
山
の
森
の
中
へ
た
ん
け
ん

に
出
掛
け
ま
す
。

時
3
月
21
日
㈮
10
時
〜
12
時

対
定
小
学
生
以
上
・
10
組
（
申
込
順
）

費
持
１
人
100
円
・
防
寒
具

申
3
月
20
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

冬
芽
を
観
察
し
な
が
ら
、
鉱
山
で

散
策
を
楽
し
み
ま
せ
ん
か

時
3
月
6
日
㈭
10
時
〜
12
時

対
定
18
歳
以
上
の
方
・
20
人
（
申
込

順
）

費
持
100
円
・
防
寒
具

申
3
月
5
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

春
が
待
ち
き
れ
な
い
春
風
小
僧
と

宝
探
し
を
し
ま
す

時
3
月
16
日
㈰
10
時
〜
14
時

対
3
歳
以
上
の
未
就
学
児
と
そ
の
保

護
者

※
き
ょ
う
だ
い
の
参
加
も
可
能
で
す
。

費
持
200
円
・
防
寒
具
、
昼
食
、
飲
み

物
、
タ
オ
ル

申
3
月
13
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

雪
の
中
で
思
い
っ
き
り
遊
ん
で
、

雪
遊
び
納
め
を
し
ま
せ
ん
か
。

時
3
月
9
日
㈰
10
時
〜
15
時

対
小
学
4
〜
中
学
１
年
生

定
費
15
人
（
申
込
順
）
・
200
円

持
防
寒
具
、
飲
み
物
、
昼
食

申
3
月
6
日
㈭
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）

　

施
設
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の
た
め
、
3

月
18
日
㈫
は
休
館
し
ま
す
。

問
ふ
ぉ
れ
す
と
鉱
山

な
が
ぐ
つ
レ
ン
ジ
ャ
ー

合
同
調
査
イ
ベ
ン
ト

里
山
づ
く
り
の
日

ホ
リ
デ
ー
た
ん
け
ん

ウ
ィ
ー
ク
デ
イ
た
ん
け
ん

山
の
学
校

休
館
情
報

森
の
よ
う
ち
え
ん

登
別
市
幸
町
１
丁
目
5
番
地
2

☎
85
5
5
8
8

市
民
プ
ー
ル『
ら
く
あ
』

時
3
月
29
日
㈯
15
時

内
職
員
に
よ
る
館
内
案
内
や
利
用
者

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
使
っ
た
上
手
な

検
索
方
法
の
紹
介
な
ど

問
市
立
図
書
館

時
3
月
19
日
㈬
、
4
月
2
日
㈬
10
時

30
分

対
乳
幼
児
（
保
護
者
同
伴
）

内
わ
ら
べ
う
た
と
絵
本
の
読
み
語
り

問
市
立
図
書
館

　

図
書
館
で
所
蔵
し
て
い
た
、
保
存

期
間
の
過
ぎ
た
雑
誌
や
本
を
差
し
上

げ
ま
す
。

時
3
月
29
日
㈯
〜
4
月
11
日
㈮

問
市
立
図
書
館

時
3
月
29
日
㈯
13
時
30
分

対
幼
児
〜
（
幼
児
は
保
護
者
同
伴
）

内
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
と
紙
芝
居

問
市
立
図
書
館

　

水
泳
大
会
開
催
の
た
め
、
3
月
16

日
㈰
は
17
時
30
分
ま
で
休
館
し
ま
す
。

問
市
民
プ
ー
ル

お
は
な
し
く
れ
よ
ん

雑
誌
と
本
の
リ
サ
イ
ク
ル
市

登
別
子
ど
も
劇
場

休
館
情
報

図
書
館
ツ
ア
ー
と

 

利
用
者
ガ
イ
ダ
ン
ス

申
3
月
12
日
㈬
ま
で
に
ふ
ぉ
れ
す
と

鉱
山
（
☎
85
2
5
6
9
）
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時
＝
日
時　
所
＝
場
所　
対
＝
対
象　
内
＝
内
容　
定
＝
定
員　
費
＝
費
用　
持
＝
持
ち
物　
問
＝
問
い
合
わ
せ　
申
＝
申
し
込
み　

Ｇ
＝
グ
ル
ー
プ

会
員
募
集

そ
の
他

　

土つ
ち

田だ

英え
い

順じ
ゅ
んチ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー

ト
や
東
北
物
産
展
な
ど
を
行
い
ま
す
。

時
3
月
16
日
㈰
11
時
〜
16
時
（
コ
ン

サ
ー
ト
は
13
時
30
分
〜
）

所
と
も
か
な

費
コ
ン
サ
ー
ト
入
場
料
１
千
円

問
と
も
か
な
（
☎
83
7
1
3
3
）

時
3
月
30
日
㈰
10
時
30
分
〜
12
時

所
鷲
別
公
民
館

対
小
学
3
〜
6
年
生
と
そ
の
保
護
者

内
誕
生
学
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
話
を
聞

い
て
親
子
で
あ
る
喜
び
や
命
・
自

分
の
大
切
さ
を
感
じ
取
り
ま
す

定
30
組
（
申
込
順
）

申
3
月
29
日
㈯
ま
で
に
お
は
な
し
り

ぼ
ん
・
河
上
さ
ん
（
☎
83
4
5
2

6
）

東
北
ガ
ン
バ
レ

 

チ
ャ
リ
テ
ィ
バ
ザ
ー

誕
生
学
講
座

う
ま
れ
て
き
て
く
れ
て

 

あ
り
が
と
う

時
3
月
8
日
㈯
10
時
〜
14
時

所
費
と
も
か
な
・
１
千
200
円
〜
（
作

る
も
の
に
よ
っ
て
異
な
り
ま
す
）

申
3
月
7
日
㈮
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

　

お
か
ず
１
品
と
酒
の
さ
か
な
を
作

り
ま
す
。
作
っ
た
料
理
は
、
2
人
分

持
ち
帰
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

時
3
月
15
日
㈯
15
時
〜
17
時

所
対
と
も
か
な
・
男
性

定
費
6
人
（
申
込
順
）
・
１
千
円

申
3
月
13
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

時
3
月
12
日
㈬
10
時
〜
12
時

所
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内
元
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ア
ナ
ウ
ン
サ
ー
に
よ
る

朗
読
会

※
当
日
、
直
接
お
越
し
く
だ
さ
い
。

問
登
別
朗
読
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会

 

（
☎
86
2
0
9
8
）

◎
登
別
山
岳
会

　

夏
は
大
雪
山
の
花
、
秋
は
紅
葉
、

冬
は
バ
ッ
ク
カ
ン
ト
リ
ー
ス
キ
ー
＆

ア
ン
ド

ス
ノ
ー
シ
ュ
ー
な
ど
、
四
季
折
々
の

登
山
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

年
齢
や
性
別
、
登
山
経
験
は
問
い

ま
せ
ん
。

費
年
額
5
千
円
（
別
途
、
山
岳
保
険

料
が
掛
か
り
ま
す
）

問
藤
木
さ
ん
（
☎
85
5
8
9
7
）

◎
登
別
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

　
　
　
　
　

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

時
毎
週
土
曜
日
13
時
30
分
〜
17
時

所
総
合
体
育
館
、
富
岸
青
少
年
会
館

対
定
小
学
3
〜
5
年
生
・
若
干
名

費
月
額
１
千
円
（
別
途
、
入
団
費
や

親
の
会
会
費
な
ど
が
掛
か
り
ま
す
）

申
3
月
15
日
㈯
ま
で
の
16
時
〜
18
時

に
太
田
さ
ん
（
☎
88
2
2
8
1
）

◎
わ
し
こ
う
ダ
ン
ス
愛
好
会

　

自
由
に
踊
れ
る
ミ
ニ
ダ
ン
ス
パ
ー

テ
ィ
も
あ
り
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

参
加
し
て
く
だ
さ
い
。

時
隔
週
土
曜
日
①
14
時
30
分
〜
15
時

40
分
（
ミ
ニ
ダ
ン
ス
パ
ー
テ
ィ
）
、

②
15
時
45
分
〜
16
時
30
分
（
藤ふ

じ

本も
と

賢け
ん

司じ

の
ポ
イ
ン
ト
レ
ッ
ス
ン
）

所
費
鷲
別
公
民
館
・
１
回
300
円

問
斉
藤
さ
ん
（
☎
090

－

6
6
9
5

－

3
4
7
0
）

時
3
月
20
日
㈭
13
時
〜
15
時

所
ク
リ
ン
ク
ル
セ
ン
タ
ー

内
ア
ザ
レ
ア
や
プ
リ
ム
ラ
、
ミ
ニ
バ

ラ
な
ど
を
使
っ
た
寄
せ
植
え
作
り

定
費
20
人
（
申
込
順
）
・
2
千
円

持
薄
手
ビ
ニ
ー
ル
手
袋
、
剪
定
ば
さ

み
、
筆
記
用
具

申
3
月
10
日
㈪
〜
14
日
㈮
に
環
境
対

策
Ｇ
（
☎
85
2
9
5
8
）

時
所
3
月
6
日
㈭
13
時
30
分
〜
15
時

30
分
・
胆
振
地
方
男
女
平
等
参
画

セ
ン
タ
ー
（
室
蘭
市
）

内
成
年
後
見
制
度
の
講
演

問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
シ
ニ
ア
ネ
ッ
ト
い
ぶ

り
・
工
藤
さ
ん
（
☎
45
5
0
5
1
）

　

介
護
に
つ
い
て
の
悩
み
や
思
っ
て

い
る
こ
と
を
話
し
合
い
ま
せ
ん
か
。

時
3
月
22
日
㈯
14
時
〜
16
時

所
と
も
か
な

定
費
6
人
（
申
込
順
）
・
250
円

申
3
月
20
日
㈭
ま
で
に
と
も
か
な

 

（
☎
83
7
1
3
3
）

時
3
月
15
日
㈯
14
時
〜
16
時
30
分

所
内
し
ん
た
21
・
吃
音
に
つ
い
て
の

悩
み
相
談
や
ゲ
ー
ム
大
会
な
ど

費
持
300
円
・
筆
記
用
具

問
北
海
道
言
友
会
・
南
さ
ん

 

（
☎
090

－

6
2
1
6

－

1
1
5
6
）

ジ
ェ
ル
キ
ャ
ン
ド
ル
作
り

男
の
料
理
教
室

朗
読
ラ
イ
ブ

春
の
ガ
ー
デ
ニ
ン
グ
講
習
会

成
年
後
見
制
度
を
学
ぼ
う

元
気
に
介
護
の
会

吃
音
交
流
会
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◎
卒
業
の
と
き

　

3
月
12
日
㈬
に
行
わ
れ
る
第
31

回
卒
業
式
を
も
っ
て
、
多
く
の
工

学
院
生
が
登
別
市
を
巣
立
っ
て
い

き
ま
す
。

　

卒
業
に
際
し
、
3
月
14
日
㈮
か

ら
16
日
㈰
ま
で
札
幌
駅
前
通
地
下

歩
行
空
間
で
、
日
本
工
学
院
卒
業

展
『
Ｃカ

ラ

ー

ズ

Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｒ
Ｓ
』
を
開
催
し
、

Ｃ
Ｇ
デ
ザ
イ
ナ
ー
科
、
ゲ
ー
ム
ク

リ
エ
イ
タ
ー
科
、
建
築
学
科
、
情

報
処
理
科
の
卒
業
作
品
を
展
示
し

ま
す
。

　

学
生
生
活

の
集
大
成
と

な
る
作
品
で

す
。
札
幌
に

足
を
お
運
び

の
際
は
ぜ
ひ

お
立
ち
寄
り
く
だ
さ
い
。

3
月
の
体
験
入
学

• 

8
日
㈯　

11
時
30
分
〜
15
時
30

分
• 

29
日
㈯
・
30
日
㈰　

10
時
30
分

〜
15
時
30
分

問
い
合
わ
せ　

入
学
広
報
室

 
（
☎
0
1
2
0

－

666

－

965
）

日
本
工
学
院
北
海
道

専
門
学
校
便
り

問
い
合
わ
せ　

☎
88
0
8
8
8

ボランティア除雪
夫を亡くして 4年。冬が来るたび辛く思うこ
とが除雪です。元気であれば除雪は苦でなかっ
た私も79歳になり、 2年前の大雪で腰を痛めて
からは、除雪は辛いものになりました。
そのような中、いつも私の除雪のお手伝いを
してくださる方が同じ町内にいらっしゃいます。
お礼を言うと「これはボランティアだから」
と笑って言ってくれますが、その言葉に甘えて
いることを心苦しく思う半面、こんなにすてき
な心を持っている人がいることに、ただただ感
謝の気持ちでいっぱいです。
 （若草町　女性）

夢のある子ども会行事を
私の住んでいる町内会ではクリスマス・餅つ
き大会が行われています。
クリスマスの飾りは素晴らしく、毎年楽しみ
に参加させていただいています。これからも、
子どもの夢の育つ、文化のかおりある子ども会
行事が行われることを願っています。
 （常盤町　女性）

企画調整Ｇ
〒059‒8701中央町 6丁目11､ 思85１１０８
Ｅメール：pr@city.noboribetsu.lg.jp

楽しかったこと、悲しかったこと、市への意見
などをお寄せください。

問同実行委員会（社会教育Ｇ内・☎88１１２９）

時 5 月11日㈰ 9時（ 8時～受け付け）※雨天決行
所市営陸上競技場
内  400ｍ（幼児）、 3㎞（小学生）、 5㎞（中学生
以上）、10㎞（高校生以上）、親子 3㎞（小学生
とその保護者）、ウオーキング・ノルディックウ
オーキング

費  一般3,000円、小・中学生1,000円、高校生2,000
円、親子2,500円、幼児無料、ウオーキング・ノ
ルディックウオーキング100円

申  3 月 3 日㈪～ 4月 7日㈪に市民会館や各支所、総
合体育館、市民プールに備え付けの郵便払込取扱
票に必要事項を記載し、参加料をお振り込みくだ
さい。また、インターネットをご利用の方は、ス
ポーツエントリー（http://www.sportsentry.
ne.jp）からの申し込みも可能です。
※ 申し込み後、ナンバーカード引換証を送付します
ので、署名・押印のうえ、当日受付窓口に持参し
てください。

登別こいのぼりマラソン参加者募集

幌別駅

総合体育館
市営陸上
競技場

青葉小学校
道央自動

車道

コープさっぽろ

5km折り返し
3km折り返し

スタート

10km折り返し

今年からコースを一新
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今月の新着図書
市立図書館
☎854324

※ 図書館では、毎月購入している本の全リストを
差し上げています。ご利用ください。

不用品ダイヤル市 お申し込み・お問い合わせは
登別消費者協会（☎858307）

火～金曜日（祝日を除く）10：00～16：00

※お申し込みは、市内に居住する方が対象で、登録期間は6カ月です。
　継続希望の場合は、再度お申し込みください。

　衣類、食料品、貴金属、美術品などの高価なもの、自動車、バイク、
　船、傷みの激しいものやあっせん品としてふさわしくないもの

▼登録できないもの

＝こどものほん＝

発見

ゆずります（売ります）

●ひな人形（ガラスケース入り）●電子オルガン●ひな人形（ 7段）●ベ
ビー用風呂椅子●マージャンパイ●水筒（500㍉㍑）●室内用運動器具
●介護用ベッド●壁掛けガス給湯器●座卓（120×75㎝）●鳥籠（室内用）
●漬物石（12㌔㌘、15㌔㌘）●碁盤●机（木製）●ワープロ●電気マッサ
ージ器●児童机（小学生～中学生用）●電気こたつ（70×100㎝）●白菊
幼稚園女子制服（110㎝）

ゆずってください（買います）

●スケートボード●白菊幼稚園男子制服（夏・冬）●ワープロ●ランプ
（灯油用）●鉄瓶●ベビーチェア●風呂釜（灯油用）●白菊幼稚園制服
（Ｔシャツ・短パン110～120㎝）●白菊幼稚園制服（白ブラウス110～120
㎝）●掛け布団（セミダブル）

鷗外のやかん

おうちでんしゃはっしゃしまーす

高
たか

山
やま

　美
み

香
か

 著

間
ま

瀬
せ

 なおかた 作・絵

　誰もが知っている偉人たちの
意外な素顔を、ミニチュア粘土
人形とイラストエッセイでつづ
る、魅惑の偉人ワールド第 2弾。

　電車が大好きなさとしくんは、
おじいちゃんがくれた本物の運
転士の帽子をかぶって電車ごっ
こ。家族を乗せると、おうちは
電車になって空へ浮かび上がり
…。

◇自分史の書き方 立
たち

花
ばな

　　隆
たかし

 著
◇向かい風で飛べ！ 乾

いぬい

　　ルカ 著
◇虎の尾 今

こん

野
の

　　敏
びん

 著

◇いくらなんでもいくらくん シゲタ サヤカ 著
◇かいけつゾロリのまほうのランプ～ッ 原

はら

　ゆたか 作・絵
◇ハートにプライド！卓球部 横

よこ

沢
さわ

　彰
あきら

 作

昨
年
7
月
、
登
別
に
き
ら
り
と

光
る
会
社
が
誕
生
し
ま
し
た
。
カ

ム
イ
電
子
は
親
会
社
倒
産
に
よ
り

連
鎖
倒
産
し
た
大
和
電
機
北
海
道

（
千
歳
町
）
の
元
社
員
に
よ
っ
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。
創
業
メ
ン

バ
ー
は
9
人
で
、
社
名
は
登
別
の

秀
峰
カ
ム
イ
ヌ
プ
リ
に
由
来
し
て

い
ま
す
。

創
業
社
長
の
内う

ち

山や
ま

英ひ
で

義よ
し

さ
ん
は

「
お
客
さ
ま
か
ら
の
支
援
の
声
が
、

新
会
社
設
立
の
勇
気
を
私
た
ち
に

与
え
て
く
れ
ま
し
た
」
と
語
り
ま

す
。
大
和
電
機
北
海
道
時
代
は
道

内
を
中
心
に
約
100
社
と
取
り
引
き

が
あ
り
、
優
れ
た
技
術
力
で
高
い

信
頼
を
得
て
お
り
、
顧
客
の
多
く

が
内
山
さ
ん
た
ち
に
一
日
も
早
い

生
産
体
制
の
再
構
築
を
望
み
ま
し

た
。
こ
の
声
に
後
押
し
さ
れ
、
わ

ず
か
一
カ
月
足
ら
ず
で
カ
ム
イ
電

子
の
創
業
を
果
た
し
ま
し
た
。

「
お
客
さ
ま
が
求
め
る
技
術
力

を
維
持
す
る
に
は
人
材
確
保
が
不

可
欠
で
す
。
現
在
で
は
総
勢
18
人

と
な
り
、
元
社
員
の
約
4
割
を
呼

び
寄
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

一
人
一
人
が
自
分
の
役
割
を
し
っ

か
り
と
自
覚
し
、
結
束
力
も
一
段

と
強
ま
り
ま
し
た
」
と
内
山
さ
ん
。

「
登
別
出
身
者
に
よ
る
カ
ム
イ

電
子
の
技
術
を
こ
こ
登
別
で
磨
き
、

道
内
は
も
と
よ
り
日
本
の
電
子
機

器
分
野
の
も
の
づ
く
り
に
貢
献
す

る
企
業
に
成
長
さ
せ
ま
す
」
と
内

山
さ
ん
は
力
を
込
め
ま
す
。

【沿革】
平成25年　株式会社カムイ電子設立
【株式会社カムイ電子】
所 在 地　中央町 7丁目 7－１
電話番号　84８１５２
事業内容　産業用電気機械器具の設計、製造、

販売・保守サービスなど

企業編⑪　㈱カムイ電子
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地域だより
町内会のいきいき実践活動を紹介

登別市連合町内会事務局
市民サービスグループ内
☎85 2 1 3 9 　思85 7 6 7 4

ま
ち
を
彩
る
き
れ
い
な
花
を

今
年
も
住
み
よ
い
町
内
会
を

地
域
情
報
は
『
町
内
会
広
報
』
か
ら

平
常
時
か
ら
災
害
時
に
備
え
て

　

若
草
第
二
町
内
会
は
、
ま
ち
を
彩

る
季
節
の
花
を
種
か
ら
育
て
る
『
花

苗
作
り
』
を
行
い
ま
し
た
。

　

参
加
者
は
「
き
れ
い
な
花
を
咲
か

せ
た
い
」
と
の
思
い
を
込
め
て
、
腐

葉
土
入
り
の
容
器
に
ベ
ゴ
ニ
ア
の
種

を
一
粒
ず
つ
丁
寧
に
植
え
ま
し
た
。

　

成
長
し
た
花
苗
は
、
若
草
中
央
公

園
の
花
壇
や
町
内
会
が
管
理
す
る
ご

み
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
付
近
の
プ
ラ
ン

タ
ー
に
植
え
替
え
る
予
定
で
す
。

　

登
別
東
町
一
町
会
は
、
カ
ル
ル
ス

温
泉
で
新
年
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

新
年
会
で
は
、
地
域
の
環
境
美
化

の
推
進
を
目
的
と
し
て
市
環
境
対
策

グ
ル
ー
プ
の
職
員
か
ら
『
ご
み
の
分

別
方
法
』
や
『
小
型
家
電
製
品
の
処

理
方
法
』
に
つ
い
て
話
を
聞
い
た
ほ

か
、
食
後
は
ビ
ン
ゴ
ゲ
ー
ム
や
カ
ラ

オ
ケ
を
楽
し
み
、
懇
親
を
深
め
な
が

ら
『
住
み
よ
い
町
内
会
づ
く
り
』
へ

の
決
意
を
新
た
に
し
ま
し
た
。

　

南
千
歳
町
内
会
は
、
『
南
千
歳
町

内
会
広
報
』
を
平
成
18
年
か
ら
毎
月

発
行
し
、
全
戸
配
布
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
会
の
事
業
紹
介
の
ほ
か
、
振

り
込
め
詐
欺
や
交
通
安
全
、
除
雪
に

関
す
る
注
意
事
項
な
ど
身
近
な
話
題

か
ら
史
実
に
基
づ
い
た
町
内
の
歴
史

紹
介
ま
で
、
さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
発

信
し
て
い
ま
す
。
今
後
も
、
町
内
会

活
動
へ
の
関
心
を
高
め
て
も
ら
う
た

め
、
継
続
し
て
発
行
し
て
い
き
ま
す
。

　

新
川
第
二
町
内
会
は
、
災
害
時
の

避
難
や
要
援
護
者
の
支
援
活
動
の
た

め
に
、
事
前
に
全
世
帯
の
情
報
を
把

握
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
と
考
え

『
世
帯
カ
ー
ド
』
を
配
布
し
、
個
人

情
報
の
記
入
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

こ
の
カ
ー
ド
に
は
、
援
護
の
可
否

や
寝
た
き
り
、
車
い
す
使
用
な
ど
介

助
状
況
を
記
入
す
る
欄
も
あ
り
、
地

域
で
の
『
助
け
合
い
・
見
守
り
活
動
』

に
活
用
し
て
い
ま
す
。

若
草
第
二
町
内
会

 

会
長　

南み
な
み　

　

行ゆ
き

雄お　
　

登
別
東
町
一
町
会

 

会
長　

中な
か

川が
わ　

信し
ん

市い
ち　

　

南
千
歳
町
内
会

 

会
長　

畠は
た
け

山や
ま　

重し
げ

信の
ぶ　

　

新
川
第
二
町
内
会

 

会
長　

山や
ま

崎ざ
き　

信し
ん

一い
ち　
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白老町 室蘭市 伊達市

人のうごき（平成26年1月末日現在）／人口50,874（－15）　世帯24,910（－9）　（　）は前月比
発行・編集／登別市総務部企画調整グループ　〒059－8701 登別市中央町 6－11 ☎0143856586 思0143851108
ホームページ：http://www.city.noboribetsu.lg.jp　Ｅメール：pr@city.noboribetsu.lg.jp

　伊達市開拓記念館は、伊達家に嫁
いだ歴代の女性たちが嫁入り道具と
して持参した、道内最古とされるひ
な人形を常設展示しています。
　『ひな祭り』の 3月 3日㈪は無料
開放し、甘酒の配布を行いますので、
ぜひお立ち寄りください。

▼開館時間　 9時～17時

▼  入館料　260円（小学生130円、中
学生～大学生200円）

※20人以上の団体は各30円引き。

▼問い合わせ　伊達市開拓記念館
 （☎ 0 1 4 2 ㉓ 2 0 6 1 ）

お雛様会 伊達市開拓記念館
『ひな祭り』無料開放

　仙台藩白老元陣屋資料館は、『麗
しの雛人形展』を開催しています。
町民から寄贈を受けたひな壇飾りや
内裏様など31組を展示していますの
で、併せてご覧ください。

▼日時　 3月 2日㈰　13時～15時

▼場所　仙台藩白老元陣屋資料館

▼  内容　絵本の読み聞かせ（お話し
会トトロ）、甘酒・抹茶の振る舞
い、折り紙ひな作り、なぞなぞ大会

▼入館料　300円（小・中学生150円）

▼  問い合わせ　仙台藩白老元陣屋資
料館（☎ 0 1 4 4 85 2 6 6 6 ）

室蘭市青少年科学館からの
お知らせ

●青少年科学館50年の歩み
　写真や開館当初のパンフレットな
どを展示し、科学館の歴史を紹介し
ます。

▼  日時　 3月24日㈪～30日㈰　10時
～17時

▼場所　室蘭市青少年科学館
●プラネタリウムの休止
　定期点検のため、プラネタリウム
の投影を休止します。

▼休止期間　 3月 4日㈫・ 5日㈬

▼問い合わせ　室蘭市青少年科学館
 （☎㉒ 1 0 5 8 ）

水道料金・下水道使用料の消費税率を改定します

　 4月 1日からの消費税率の引き上げに伴い、現在 5㌫となっている水道料金・下
水道使用料の消費税率を 8㌫に改定します。
　なお、 4月 1日以降の最初の検針分については税率が 5㌫となり、 6月以降の検
針分から税率が 8㌫となりますので、ご理解とご協力をお願いします。

問い合わせ　水道グループ（☎85５５０１）

4月2日以降70歳の誕生日を迎える方の医療費の窓口負担割合が変わります4月2日以降70歳の誕生日を迎える方の医療費の窓口負担割合が変わります
○4月2日以降に70歳の誕生日を迎える方（誕生日が昭和19年4月2日以降の方）
• 70歳の誕生月の翌月（各月 1日生まれの方は誕生月）の診療から、窓口負担が 2割になります。
（例… 4月 2日～ 5月 1日に70歳の誕生日を迎える方は、 5月の診療から 2割負担になります）
※一定の所得がある方は、これまでどおり 3割負担です。
• 4 月 2 日以降に70歳の誕生日を迎える方には、誕生月の翌月（各月 1日生まれの方は誕生月）から
使用できる高齢受給者証を該当する月の前月の下旬に郵送します。

○4月1日までに70歳の誕生日を迎える方（誕生日が昭和19年4月1日までの方）
• 4月以降も医療費の窓口負担は 1割のまま変わりません。
（ 3月 2日～ 4月 1日に70歳の誕生日を迎える方は、これまでの 3割負担から 1割負担になります）
※ 一定の所得がある方は、これまでどおり 3割負担です。現在 3割負担の高齢受給者証をお持ちの方
はそのままお使いください。
• 4月以降に 1割負担として使用できる高齢受給者証は、 3月下旬に郵送します。

※ 3 割負担の対象は、住民税の課税所得が145万円以上で、70歳以上の方が 1人の場合は383万円以上、
2人以上の場合は520万円以上の収入がある世帯の方です。

問い合わせ　国民健康保険グループ（☎85１７７１）


